
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                    

来賓祝辞「山陰近畿自動車道」早期実現のため財源・予算確保に全力！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山陰近畿自動車道早期実現促進大会 

 【開催日時】令和４年１０月１６日（日） １３：３０～１５：００ 

 【場  所】京都府丹後文化会館 ホール（京丹後市峰山町） 

 【主  催】丹後・地域高規格道路推進協議会（舞鶴市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町） 

 【後  援】京都府、京都府高速道路網整備促進協議会 

 【内  容】１開会宣言 ２主催者挨拶 ３来賓祝辞 ４来賓紹介  ５祝電披露  

６基調講演 ７意見発表  ８大会決議 ９要望書手交 10 閉会挨拶 

 【参加者数】約４００人 

衆議院議員 
本田 太郎 様 

山陰近畿自動車道は我々北部の人間にと
っては命の道。一刻も早く繋がるよう、国
から予算を獲得してくることが私の使
命。この道の延伸、ミッシングリンク解消
に向け、力一杯頑張っていく。 

参議院議員 
西田 昌司 様 

日本海側の過疎というのは戦後に作られ
てしまったものであり、この道路の早期
実現を阻む一番大きな問題は、結局は財
源。この問題の事実関係を広め、政治の力
でやり直していくことが我々 の使命。 

京都府副知事 
山下 晃正 様 

今まで財政や計画の壁にぶち当たってい
たが、今回の決議案に込められた地元の
熱い想いを受け、何とかして資金を獲得
し、全力で道筋を立て、夢をもって地域づ
くりに取り組める環境を作りたい。 

会長（京丹後市長） 
中山 泰 

【主催者挨拶】 

山陰近畿自動車道の全線整備の
時期的な目途の欠如が、まちづ
くりの展望を描く上で決定的な
隘路となっている。１日も早い
全線整備を、地域を上げて強く
願います。 

【開会宣言】 

副会長（伊根町長） 
吉本 秀樹 

山陰近畿自動車道は、北近畿の

振興・発展・未来のために欠くべ

からざるもの。１日も早い悲願

達成を心より祈念し、大会の開

会を宣言します。 

 
副議長 村井 弘 様 

山陰近畿自動車道は地域振興に大きく
寄与する道路。道路の整備など人々の
生活になくてはならない交通基盤等の
機能強化など、地域の発展のため全力
で取り組んでいく。 

会場は約400人の関係者の出席により、早期
全線整備にかける熱気に包まれた。 

参議院議員 
吉井 章 様 

道路網の整備は北部地域の振興・発展に欠
かすことができない重要な要素。国がしっ
かりと長期の整備計画を立て、民間の皆さ
んが前へ進んでいくことが大切。予算確保
に向け、全力を尽くしていく。 

基調講演「道路行政をとりまく最近の情勢について」 

 国土交通省近畿地方整備局 局長 渡辺 学 様 

今日は直接皆さまの熱意を肌で受け止めさせていただいた。 

国交省としてもしっかりと山陰近畿自動車道の整備に頑張っていく。 

【講演の内容】「道路行政をとりまく最近の情勢」について 

以下の３つの視点に基づき講演 

①予算関係 

②道路関係主要施策 

③山陰近畿自動車道に期待されるストック効果 
 ・地域の観光活性化を支援 

・企業進出による地域活性化を支援 
・第３次救急医療機関へのアクセス向上 
・地域特産品の販路拡大と観光消費の増加 
・災害に強い基盤整備 

 

意見発表「丹後地域の観光振興・企業の活性化」には早期全線整備が必要！ 

●具体的な整備の年次計画を立
て、府県境までの全線を令和10
年代の完成、網野 IC までを令
和5年度には事業化すること 

●地域の意見を踏まえ、管理費等
の利用者負担を排除せず、安定
的な財源確保を図ること 

●「防災・減災、国土強靱化のた
めの5か年加速化対策」に必要
な予算を例年以上の規模で確保
し、加速化対策後も通常予算と
別枠で継続的に確保すること 

「山陰近畿自動車道」の早期実現を願い協議会会長  
副会長が国会議員・国・府・府会議員へ要望書を手交  

【大会決議】 【閉会挨拶】 

本大会の決議は、私たちの強い
想いと覚悟が込められたもの
となっております。 
今後、関係各位のご協力をいた
だき、山陰近畿自動車道の全線
開通に向けて 尽力してまいり
たい。改めて皆様方の心からの
ご協力をよろしくお願い申し
上げます。 

副会長（宮津市長） 
城﨑 雅文 

副会長（与謝野町長） 
山添 藤真 

尾崎鐵工株式会社 

代表取締役 尾﨑 至弘 様 

たくさんの人に丹後半島のすばらしさを感じてもらい、愛のある
よそ者に、丹後愛を語ってもらうことがとても大切。それが持続
可能な地域づくりにつながり、観光や移住で賑わう丹後地域とな
る。網野から兵庫県まで完成すれば、中国地方からも気軽にお越
しいただけるので、一刻も早い全線開通をお願いしたい。 

株式会社エーゲル 

代表取締役 伊豆田 千加 様 

【要望書手交】 

丹後機械金属業界の受注先は全国規模で特に関西圏内が多く、高
速道路の利用率は非常に高い。この山陰近畿道が全面整備されれ
ば、今まで取引のなかった地域や企業との連携がはかれ、企業の
活性化、山陰地域全体の発展にも繋がりますので、一日でも早い
全面整備の実現を心から強くお願いをしたい。 
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決 
 

議 
 

山
陰
近
畿
自
動
車
道
は
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
、
鳥
取
自
動
車
道
、

山
陰
自
動
車
道
と
連
結
し
、
日
本
海
国
土
軸
を
形
成
す
る
道
路
で
あ
り
、
令
和
四
年
四
月
に
は
、

山
陰
近
畿
自
動
車
道
全
線
が
貨
物
積
載
車
両
の
効
率
的
な
運
行
が
確
保
で
き
る
重
要
物
流
道
路
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
地
方
創
生
及
び
国
土
強
靭
化
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ

る
。 

 

丹
後
地
域
に
お
い
て
は
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開
通
、
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
延
伸
に

よ
り
、
観
光
客
の
増
加
や
新
た
な
企
業
進
出
な
ど
高
速
道
路
の
整
備
に
よ
る
多
大
な
ス
ト
ッ
ク
効

果
が
表
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
効
果
を
更
に
高
め
、
当
地
域
の
経
済
・
産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
で
あ
る
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
早
期
全
線
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
状
、
早
期
全
線
整
備
の
時
期
的
な
目
途
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
展
望
を
十

分
に
得
て
い
く
上
で
も
隘
路
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
東
京
一
極
集
中
の
是
正
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
念
頭
に
交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
方
へ
の
人
・
モ
ノ
・
仕
事
の

流
れ
を
作
る
地
方
創
生
を
加
速
前
進
さ
せ
て
い
く
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
次
の
事
項
を

強
く
要
望
す
る
。 

な
お
、
早
期
全
線
開
通
の
要
望
と
併
せ
て
、
今
後
の
交
通
量
の
推
移
を
踏
ま
え
た
山
陰
近
畿
自

動
車
道
の
四
車
線
化
、
大
宮
地
域
か
ら
網
野
方
面
へ
の
出
入
口
の
新
設
に
つ
い
て
も
強
く
お
願
い

す
る
。 

 

一
、 

山
陰
近
畿
自
動
車
道
の 

 
 

・
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
と
な
っ
て
い
る
大
宮
峰
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
府
県
境
ま
で
の

全
線
を
令
和
十
年
代
に
完
成
す
る
よ
う
具
体
的
な
整
備
の
年
次
計
画
を
立
て
て
全
線
整
備

の
時
期
的
な
目
途
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
早
期
全
線
整
備
を
図
る
こ
と 

 
 

・
大
宮
峰
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
網
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
を
令
和
五
年
度
に
は

事
業
化
す
る
こ
と 

 
 

・
府
県
境
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、
ル
ー
ト
決
定
に
必
要
な
予
算
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、

地
元
希
望
ル
ー
ト
帯
に
配
慮
し
、
早
期
に
ル
ー
ト
決
定
を
行
う
こ
と 

・
大
宮
峰
山
道
路
及
び
ア
ク
セ
ス
道
路
の
事
業
を
早
期
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
必
要 

 
 

 
 

な
予
算
措
置
を
行
う
こ
と 

 

一
、 

高
規
格
道
路
網
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
早
期
解
消
を
図
る
た
め
、
ま
た
、
そ
の
サ
ー
ビ

ス
水
準
を
持
続
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
意
見
も
踏
ま
え
、
管
理
費
等
の
利
用
者
負
担
も
排

除
せ
ず
安
定
的
な
財
源
確
保
を
図
る
こ
と 

 

一
、
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
五
か
年
加
速
化
対
策
」
に
必
要
な
予 

 
 

 
 

 
 

 

算
・
財
源
を
例
年
以
上
の
規
模
で
確
保
し
計
画
的
に
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
五
か

年
加
速
化
対
策
後
も
予
算
・
財
源
を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
確
保
し
継
続
的
に
取
り
組
む

こ
と 

 

一
、 

直
轄
権
限
代
行
や
頻
発
す
る
大
規
模
自
然
災
害
等
に
対
応
す
る
た
め
の
地
方
整
備
局
等
の

体
制
の
充
実
・
強
化
を
す
る
こ
と 

  

以
上
、
大
会
決
議
と
す
る
。 

令
和
四
年
十
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
陰
近
畿
自
動
車
道
早
期
実
現
促
進
大
会 
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